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平成 24 年５月 11 日 

各      位 

上 場 会 社 名 株式会社セラーテムテクノロジー 

代 表 者 名 代表取締役社長  池田 修 

（コード番号  4330 大証 JASDAQ 市場） 

本 社 所 在 地 東京都中央区日本橋本石町 3-1-2 

  

過年度決算等の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、本日平成 24 年５月 11 日付当社適時開示「「金融商品取引法第 193 条の３第１項の規

定による財務計算に関する書類の適正性の確保に影響を及ぼすおそれのある法令違反等事実の

通知」に対する回答についてのお知らせ」のとおり、過年度決算の訂正の必要の可能性があると

判断いたしましたので、その旨をお知らせいたします。 

 

記 

１．理由 

当社は平成 21 年 11 月 13 日当社適時開示「第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」

および「北京誠信能環科技有限公司子会社化に関するお知らせ」において、増資による資金調達

を行い中国企業である北京誠信能環科技有限公司（以下「北京誠信」とする）を買収する旨の開

示を行いました。しかし、本日平成 24 年５月 11 日付当社適時開示「「金融商品取引法第 193 条

の３第１項の規定による財務計算に関する書類の適正性の確保に影響を及ぼすおそれのある法

令違反等事実の通知」に対する回答についてのお知らせ」のとおり、本件増資および買収は、実

際は株式交換であること、その結果、会計処理を修正する必要があるとの見解に至りました。 

当社は過去に公表した平成22年６月期第２四半期から平成24年６月期第２四半期までの決算

数値が誤っている場合、遡ってこれを訂正する必要があります。同様に、本件増資および買収に

関連する平成 21 年 11 月 13 日以降当社が開示した過去の適時開示リリース等を訂正する必要が

あります。なお現時点において、当社の会計監査人であるパシフィック監査法人とは、本件訂正

内容の詳細についての確認はとれておりません。 

 

２．今後の見通し 

過年度決算訂正の詳細な内容については現在調査検討中でありますが、当社は平成 22 年６月

期第２四半期から平成 24 年６月期第２四半期までに提出した有価証券報告書、四半期報告書、

決算短信、四半期決算短信などの訂正を行う必要性が高いと考えております。また、過年度決算

訂正に関連して監査法人の監査を受ける必要性が高いと考えております。 

今後、速やかに当社会計監査人であるパシフィック監査法人と協議に入り、過年度決算訂正の

内容について把握するとともに、訂正の概要が判明次第、適時開示にてお知らせいたします。 

また、今後、速やかに大阪証券取引所などと協議し、本件に関連する平成 21 年 11 月 13 日以

降当社が開示した適時開示リリース等を訂正してまいります。 
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なお、この過年度決算訂正にともない、平成 24 年６月期第３四半期報告書は、金融商品取引

法が定める提出期限である平成 24 年５月 15 日までには提出できない見込みです（詳細は、本日

平成 24 年５月 11 日付当社適時開示「平成 24 年６月期第３四半期報告書の提出遅延のお知らせ」

をご参照下さい）。 

なお、本件により、株主様及びお取引先様をはじめ関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心

配をお掛けしていることを心よりお詫び申し上げます。 

以上 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

株式会社セラーテムテクノロジー IR 担当   TEL: 03-6820-0740  

 


